
◆校　長　山口　広美

◆児童数　２２２人

◆創　立　１８７３年

◆住　所　笠間市平町�
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わたし しし ど

　私たちの宍戸小学校には校章にちなん
でんとう

だ「あ・お・い」の伝統があります。あ

おいの「あ」はあいさつの「あ」、「お」
いっしょうけんめい

は思いやりの「お」、「い」は一生懸命

の「い」です。学期末には「あおい」の
しょう

行いがよくできていた人に「あおい賞」
おく はげ

が贈られ、みんなの励みとなっています。
しし ど ほこ

　一つ目の「あいさつ」は、宍戸小学校の誇りです。月
ち いき みな

に２度あいさつ運動を行い、地域の皆さんに大きな声で

しし ど

あいさつをしています。「宍戸小学校の児童はあいさつ

の声が大きく気持ちがいいね」とほめてもらえます。二
だれ やさ

つ目の「思いやり」は、誰にでも優しく相手の気持ちを
だれ

考えることが大切です。誰もが思いやりの心で生活して
いっ

いるので、気持ちよく生活できています。三つ目の「一
しょうけんめい

生懸命」では、何事にも前向きに全力で取り組むこと
いっしょうけんめい

で、一生懸命の心が育ちます。
でんとう

　「あ・お・い」の伝統を未来へつなげていけるよう、
がん ば むらかみ ひ ま り

これからも頑張りたいです。 （６年　村上向日葵）

登下校の様子を見守る「あおい安全の会」

しし ど ピーティーエー うんえいきょうぎ かい

　宍戸小学校はＰＴＡや学校運営協議会を中心に、協
うんえい

力して学校運営を行っています。
ち いき き けん

　その一つとして、地域の方の協力で、危険な所での

見守りを行っています。文部科学省より学校安全ボラ
ひょうしょう

ンティア部門で表彰された「あおい安全の会」には登
ひ なんくんれん

下校時の見守りをはじめ、避難訓練や学校行事での車
ゆうどう ピーティーエー

両の誘導にもご協力いただいています。元ＰＴＡ会長を中心とした「あ
じょそう そうりつ

おい会」には除草作業を、「おやじの会」には創立１５０周年記念のイル
かざ

ミネーションを飾っていただきました。その他、児童への読み聞かせ
いっしょ か だん じっ し ち いき

や、児童と一緒に道路花壇の花植えを実施するなど、多くの地域の方々

が児童の成長のために、積極的に関わってくださっています。
ち いき みな たずさ

　今後も地域の皆さまと学校が共に手を携え、子どもたちの明るい未来
きず きょうゆ やま だ としはる

を築いてまいります。 （教諭　山田敏晴）
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しし ど そうりつ むか

　宍戸小学校は、今年創立１５０周年を迎えました。�
ほ ご しゃ ち いき むか

月�日には、たくさんの保護者や地域の方をお迎え
せいだい かいさい

し、盛大に記念式典が開催されました。
やまぐちしんじゅかさ ま

　第１部は、山口伸樹笠間市長さんや日々お世話になっている方々か
わたし ち いき

ら、ごあいさつをいただきました。あらためて、私たちは地域の多くの
ささ こと

方に支えられていると実感しました。第２部は、音楽部員の琴のきれい
えんそう しし ど れき し じょうえいかい ち いき

な演奏で始まり、宍戸小の歴史をまとめた上映会、地域の方とのふれあ
しし ど よ

いレクリエーション、宍戸小クイズ、全員での呼びかけや合唱を行いま
しし ど でんとう ち いき きずな ち いき かんしゃ

した。宍戸小の伝統や地域との強い絆を感じ、地域の方々への感謝の気
いっそう

持ちがより一層強まりました。第３部は、記念のくす玉を「おめでと
わ

う」のかけ声で割りました。最後、青空に向けバルーンリリースを行
わたし ふじさわ さ き

い、私は未来へ向け力強く進もうと決意しました。（６年　藤澤咲心）

ボランティアのサポートを受けながらミシンを使う児童

しし ど しゃかいふく しきょうぎ かいしし ど

　宍戸小学校では、社会福祉協議会宍戸支部の方々
さいほう

が、家庭科学習ボランティアとして、裁縫やミシンの

学習をサポートしてくださっています。
て ぬ わたし

　６月、５年生の家庭科の学習で、手縫いが始まりました。私や友達の
はり ふ

多くは初めて針や糸に触れるので、とても不安でした。ボランティアの
ていねい じょうず

方々に丁寧にやり方を教えていただき、玉結びや玉止めが上手にできる

ようになりました。�月、ミシンを使った学習が始まりました。ミシン
いと か そう さ むずか

への糸掛けや操作の仕方は難しく、初めは大変でした。ボランティアの
やさ

方々に優しく分かりやすく教えていただき、今はミシンを使うのが楽し

くなりました。おかげで、予定より早くエプロンを仕上げられそうです。

　５年生は、ボランティアの方々のおかげで、家庭科の学習が大好きに
なが す か れん

なりました。 （５年　長須華蓮）
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